
新型コロナウイルス感染症に罹
患された組合員の皆様、ご家族
の皆様に心からお見舞い申し
上げます。
　今般、政府より、「Ｗithコロナ
に向けた政策の考え方」が示さ
れ、全国一律で感染症法に基づく医師の届出（発生
届）の対象が、重症化リスクの高い方に限定されるこ
ととなりました。
　これを受けて、西鉄労組共済会では、2022年９月
26日より、医療共済制度における、感染症に関するみ
なし入院の取り扱いを変更しました。具体的には、入
院共済の対象となる方を重症化リスクの高い方に限
定することとしました。なお、実際に病院に入院された
場合は、引き続き入院共済の支給対象となります。詳
細は、イントラネットの西鉄労組掲示板のお知らせを
ご覧いただくか、分会長までお尋ねください。
※重症化リスクの高い方（みなし入院の対象となる方）
①入院を要する方
②重症化リスクがあり、感染症の治療薬の投与
 　又は感染症罹患による酸素投与が必要な方
③妊婦 【共済会】
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2022年度運動方針決定、第157回定期大会
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2022・2023年度組合役員選挙結果

九州地連第78回定期大会

分会トピックス(アイランドシティ・吉塚・福岡高速)

出生時育児休業、育休の分割取得スタート

　
９
月
29
日
、
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
第
1
5
7
回
定
期
組
合
員
大
会
を

開
催
し
、
代
議
員
・
中
央
委
員
・
特
別

中
央
委
員
・
執
行
部
ほ
か
約
1
3
0
名

が
出
席
。
真
摯
で
活
発
な
議
論
の
も
と
、

「
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
」
を
決
定
し

た
。
西
鉄
労
組
は
、
古
賀
執
行
委
員
長

の
も
と
、
組
合
員
の
「
雇
用
と
生
活
の

確
保
」
を
第
一
に
考
え
、
働
く
者
の
立

場
に
立
っ
た
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

今
大
会
も
昨
年
に
続
き
、感
染
症
対

策
と
し
て
、委
任
出
席
を
認
め
、出
席
者

数
を
制
限
し
た
う
え
で
開
催
し
、代
議
員

と
執
行
部
以
外
の
会
議
員
は
、ホ
テ
ル
内

の
別
会
場
で
中
継
映
像
を
見
て
出
席
す

る
形
式
を
と
っ
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、古
賀
執
行
委
員
長

は
、「
す
べ
て
の
組
合
員
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
よ
り
、運
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な

く
、主
要
闘
争
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
」と
謝
意

を
示
す
と
と
も
に
、「
新
た
な
時
代
に
対

応
で
き
る
、よ
り
強
固
な
組
織
の
構
築
を

め
ざ
す
」と
抱
負
を
述
べ
た
。そ
の
後
、私

鉄
総
連
の
福
田
書
記
長
、私
鉄
総
連
組

織
内
議
員
の「
森
屋
隆
」参
議
院
議
員
秘

書
で
あ
る
瀬
森
理
介
氏
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。議
事
で
は
、真
摯
で
活
発
な

議
論
の
も
と
、「
２
０
２
２
年
度
運
動
方

針
決
定
に
関
す
る
件
」を
は
じ
め
、全
て

の
議
案
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

ま
た
、女
性
委
員
選
挙
結
果
お
よ
び

定
期
役
員
改
選
結
果
が
報
告
さ
れ
、古

賀
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

2
0
2
2
・
２
０
２
３
年
度
の
役
員
体

制
が
発
表
さ
れ
た
。大
会
の
最
後
は
、古

賀
執
行
委
員
長
の
発
声
の
も
と
、全
体
で

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」を
お
こ
な
い
、万
雷

の
拍
手
の
中
、2
0
2
2
年
度
の
運
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

◆
自
動
車

　
増
田
芙
美
子（
宇
美
）、黒
木
純
子（
愛

　
宕
浜
）、松
田
玲
子（
那
珂
川
）

◆
鉄
道

　
畑
山
沙
織（
柳
川
乗
務
）

◆
兼
業

　
高
本
絵
美（
国
物
名
阪
）、新
山
由
布
子

　
（
国
物
東
京
）、河
野
布
冴（
本
社
事
務
）

※
質
疑
応
答
な
ど
大
会
の
詳
細
は
、

　

10
月
下
旬
発
行
予
定
の「
定
期
大

　
会
特
集
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

９
月
９
日
、組
合
本
部
で
、２
０
２
１

年
度
最
後
と
な
る
第
12
回
中
央
委
員
会

を
開
催
し
、中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員

ほ
か
約
60
名
が
出
席
。労
使
協
議
に
応

じ
な
い
な
ど
、会
社
の
相
次
ぐ
不
当
労
働

行
為
に
対
し
て
、厳
し
い
た
た
か
い
が
続

い
て
い
る
私
鉄
北
海
道
の
函
館
バ
ス
支

部
に
対
す
る
支
援
カ
ン
パ
を
決
定
す
る

な
ど
、す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
決

定
し
た
。

　

冒
頭
、古
賀
執
行
委
員
長
は
、「
こ
の
１

期
２
年
間
、各
種
闘
争
や
職
場
運
営
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。皆

様
の
ご
協
力
が
無
け
れ
ば
乗
り
越
え
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」と
、謝
意
を
示
し

た
。ま
た
、中
央
委
員
会
終
了
後
に
は
、１

期
２
年
間
、議
長
を
務
め
た
３
名
の
中

央
委
員（
早
田
中
央
委
員
・
甲
斐
中
央
委

員
・
久
保
中
央
委
員
）に
対
し
て
、感
謝
の

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞
第

　
12
号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、イ
ン
ト
ラ

　
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

■
開
催
日
：
９
月
29
日（
木
）　
■
場
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
福
岡
市
）

第
1
5
7
回
定
期
組
合
員
大
会

第
12
回
中
央
委
員
会

第
12
回
中
央
委
員
会

■
開
催
日
：
９
月
９
日（
金
）

■
場　
所
：
組
合
本
部

▲中央委員会風景

▲定期大会風景

▲挨拶する古賀委員長▲団結がんばろう

▲年間議長退任の挨拶を
述べる久保議長（左は早田議長）

◆
執
行
委
員
長

　
古
賀
栄一（
桧
原
）

◆
副
執
行
委
員
長

　
本
間
大
介（
国
物
中
央
）

◆
書
記
長

　
松
本
洋
次（
那
珂
川
）【
新
】

◆
組
織
部
長

　
渡
辺
裕
二（
筑
紫
乗
務
）

◆
自
動
車
対
策
部
長

　
鞭
馬
隆
行（
那
珂
川
）【
新
】

◆
鉄
道
対
策
部
長

　
牧
野
英
人（
筑
紫
工
場
）

◆
兼
業
対
策
部
長

　
井
上
貴
善（
都
市
開
発
）【
新
】

◆
自
動
車
対
策
執
行
委
員

　
徳
永
靖
幸（
福
岡
高
速
）【
新
】

◆
鉄
道
対
策
執
行
委
員

　
野
田
正
満（
筑
紫
乗
務
）

◇
会
計
監
査

　
安
永
俊
秀（
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
）

◇
会
計
監
査

　
坂
本
祐
介（
電
車
技
術
）

◇
会
計
監
査

　
佐
伯
和
久（
国
物
東
日
本
）【
新
】

◆
書
記
長

　
森　
健（
貝
塚
）

◆
自
動
車
対
策
部
長

　
山
本
義
美（
柏
原
）

◆
兼
業
対
策
部
長

　
北
島
崇
志（
本
社
事
務
）

　
こ
れ
ま
で
西
鉄
労
組
の
た
め
に

　

多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
自
動
車
部
門
】17
分
会

◆
自
動
車
事
務
：
武
野
義
亮
◆
桧

原：脇
山
芳
郎
◆
柏
原：花
村
勝
博

◆
早
良：真
名
子
盛
幸
◆
愛
宕
浜：

浦
口
貴
史
◆
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ：

有
森
弘
至
◆
金
武
：
花
田
和
也

◆
竹
下：原
田
圭
次
郎
◆
百
道
浜：

飯
塚
秀
◆
土
井
：
藤
井
邦
彦【
新
】

◆
那
珂
川
：
池
田
幸
一◆
博
多
：
早

田
裕
二
◆
片
江：上
田
徹
◆
壱
岐：

高
橋
剛【
新
】◆
宇
美
：
熊
谷
誠

◆
吉
塚
：
江
口
朋
淳【
新
】◆
福
岡

高
速：中
山
健一【
新
】

【
鉄
道
部
門
】９
分
会

◆
電
車
技
術
：
松
本
裕
樹【
新
】

◆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス：田
中

義
則
◆
筑
紫
乗
務：信
國
晃
平

◆
貝
塚
：
橋
本
大
悟【
新
】◆
柳
川

乗
務：古
賀
博
臣【
新
】◆
電
気：福

田
顕
教
◆
線
路
技
術
：
大
津
留
邦

幸
◆
筑
紫
工
場
：
甲
斐
賢
◆
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ：上
津
原
崇

【
兼
業
部
門
】８
分
会

◆
本
社
事
務
：
池
田
陽
大
◆
本
社

事
業：堀
江
真
広
◆
都
市
開
発：春

口
純
輝【
新
】◆
国
物
東
日
本
：
有

永
良
太【
新
】◆
国
物
東
京
：
山
下

義
彰
◆
国
物
中
央
：
今
井
麻
衣
子

【
新
】◆
国
物
名
阪
：
橋
本
和
人

◆
国
物
西
日
本：
久
保
喜
裕

感染症に関するみなし入院の
取扱変更のお知らせ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

２０２２・２０２３年度 組合役員選挙結果報告（敬称略）

医療
共済
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本
部
役
員

2
0
2
2・
2
0
2
3
年
度
女
性
委
員

退
任
役
員

分
会
長

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
決
定

働
く
者
の
立
場
に
立
っ
た
運
動
を
展
開

函
館
バ
ス
支
部
へ
の
支
援

カ
ン
パ
を
決
定



▲挨拶を述べる久保副議長
（国物西日本）

▲九州地連運動方針

　子どもが産まれた直後の時期に柔軟に育児休業が取得できることを
目的とした「出生時育児休業」（産後パパ育休）が、10月1日に施行され
ました。あわせて、１歳までの育児休業についても、夫婦ともに２回に分
割して取得できるようになりました。西鉄においても、７月の第10回中央
委員会で「育児・介護休業法改正に伴う諸制度の一部改定」を決定し、10月１日より実施さ
れています。男女とも育児休業をとるのがあたりまえの時代になるよう、私たちは今一度、育
児休業制度について理解を深める必要があります。

　出産から原則１歳（保育所に入所できないなどの場合は最長で２歳）
まで取得できる休業制度のことです。
　出産した女性（母親）だけでなく、父親である男性も育児休業を取得
できます。妻が専業主婦や育児休業中でも取得できます。夫婦ともに育
児休業を取得した場合には、１歳２ヵ月までの間、１年間取得できます。

　育児休業中は、育児休業給付金が支給されます。育児休業開始から１
８０日間は賃金の67％、それ以降は50％が支給されます。また、育児休
業中は社会保険料が免除されます。

　育休とは別に取得可能で、子の出生後８週間以内に28日間まで取得
可能です。休業の２週間前までの申出が必要で、２回に分割して取得す
ることもできます。また、１歳までの育児休業も、夫婦ともに２回に分割し
て取得できるようになりました。

ちょっと気になる労働ニュース
出生時育児休業、育休の分割取得がスタート！

▲大会風景

◆  ６日（木）…事務局会議
◆13日（木）…医療共済
　　　　　　　幹事会
◆17日（火）…執行委員会
◆26日（水）…中央委員会
◆27日（木）…医療共済幹事会

組合本部 10月スケジュール

※急遽変更となる場合があります。

２
０
２
２
年
度
九
州
地
連
三
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  ※

敬
称
略

福岡高速分会
徳永 靖幸

厳しい状況下、
労働組合が
先導し改善へ

柳川乗務分会
岡本 隆宏

森屋・辻元両議員
の力強い決意に
勇気もらう

国物西日本分会
久保 喜裕

運動方針のもと
労働環境改善に
取り組む

福岡県議会議員選挙 準組織内候補予定者 
（2023年4月施行予定）

佐々木徹ささきとおる

私たちの職場や生活を守るため、議会に
私たちの声を届けてくださる議員です！
私たちの職場や生活を守るため、議会に
私たちの声を届けてくださる議員です！

【所属政党】立憲民主党（現５期）【選 挙 区】福岡市東区
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分会トピックス

私
鉄
九
州
地
連
は
、８
月
30
日
・
31

日
、長
崎
市
で
、第
78
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、九
州
各
地
か
ら
約
90
名
が
結

集
。コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
と
し
て
、代
議
員

の
半
数
以
上
が
委
任
出
席
と
な
る
中
、

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
を
決
定
す

る
な
ど
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
決
定
し
た
。

西
鉄
労
組
か
ら
は
、古
賀
執
行
委
員

長
を
は
じ
め
、10
名
が
出
席
。久
保
代

議
員（
国
物
西
日
本
）が
副
議
長
に
選

出
さ
れ
、円
滑
な
議
事
進
行
で
大
役
を

果
た
し
た
。ま
た
、役
員
改
選
の
結
果
、

西
鉄
労
組
出
身
の
古
賀
孝
治
氏（
早

良
）が
執
行
委
員
長
に
再
任
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
で「
森
屋
隆
」参
議
院
議

員
が
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ゼ
ロ
と
な
っ

た
厳
し
い
状
況
下
、時
限
的
に
高
速
バ

ス
の
高
速
料
金
を
無
料
に
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
」と
力
強
く
訴
え
ら
れ

た
の
を
聞
い
て
、発
想
の
観
点
が
公
共

交
通
に
従
事
し
た
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
は
見
通
せ
な
い
現
在
で
す
が
、今

大
会
に
参
加
し
て
、こ
の
低
迷
し
た
厳

し
い
状
況
を
労
働
組
合
が
先
導
し
、生

活
環
境
が
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
泣
い
て
い
る
も
の
が
い
な

い
よ
う
に
」と
い
う
理
念
の
も
と
、原
点

に
立
ち
返
り
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。来
年
は
感
染
症

が
収
束
し
、通
常
ど
お
り
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
78
回
地
連
定
期
大
会
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。「
森
屋
隆
」組
織
内
議
員
と

再
選
を
果
た
し
た「
辻
元
清
美
」準
組

織
内
議
員
が
駆
け
つ
け
、私
鉄
の
仲
間

の
声
を
国
政
に
届
け
る
と
力
強
く
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
が

活
発
な
議
論
の
も
と
、満
場
一
致
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。先
行
き
が
見
通
せ
な

い
不
安
の
中
、「
み
ん
な
の
力
で
明
る
い

未
来
へ　

職
場
と
創
る
産
別
運
動
」の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、一
丸
と
な
り
職
場

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
78
回
地
連
定
期
大
会
は
、昨
年

に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
か
ら
委
任
参
加
が
認

め
ら
れ
、人
数
を
制
限
し
た
形
式
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
運

動
方
針
案
が
示
さ
れ
、様
々
な
状
況
に

置
か
れ
た
各
単
組
よ
り
質
問
が
な
さ

れ
た
上
で
議
論
も
深
ま
り
、運
動
方
針

と「
み
ん
な
の
力
で
明
る
い
未
来
へ　

職
場
と
創
る
私
鉄
産
別
運
動
」と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、皆
様
の
ご
協
力
で
、滞

り
な
く
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
安
堵
し
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る

業
種
・
部
門
で
要
員
不
足
と
い
う
課
題

を
抱
え
て
は
い
ま
す
が
、今
回
示
さ
れ

た
運
動
方
針
を
基
に
、労
働
環
境
改

善
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
執
行
委
員
長

　
古
賀
孝
治（
西
日
本
鉄
道
）

◆
副
執
行
委
員
長

　
岡
良
二（
私
鉄
鹿
児
島
交
通
）〈
新
任
〉

◆
書
記
長

　
福
田
赴
文（
熊
本
電
気
鉄
道
）〈
新
任
〉

【
西
鉄
労
組
出
席
者
】※

敬
称
略

　
徳
永（
福
岡
高
速
）、岡
本（
柳
川
乗

務
）、池
田（
本
社
事
務
）、久
保（
国
物

西
日
本
）、古
賀
、本
間
、森
、北
島
、

鞭
馬
、野
田（
以
上
、本
部
）

２
０
２
２
年
度

運
動
方
針
決
定

九
州
地
連「
第
78
回
定
期
大
会
」 

■
開
催
日
：
8
月
30
日（
火
）・31
日（
水
）

■
場
　
所
：
長
崎
県
長
崎
市

■
開
催
日
：
8
月
30
日（
火
）・31
日（
水
）

■
場
　
所
：
長
崎
県
長
崎
市

地
連
大
会
に
参
加
し
て

数
年
前
に
福
岡
市
東
区
で
発

見
さ
れ
た
毒
グ
モ
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ

ク
モ
は
、未
だ
に
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。組
合
員
か
ら
も
発

見
の
報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
分
会
で
は
、薬
剤

を
使
っ
て
ク
モ
の
駆
除
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、バ
ス
用
の

縁
石
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
た
組
合

員
が
い
た
こ
と
か
ら
、事
務
所
と

共
同
で
注
意
喚
起
の
コ
ー
ン
を
置

い
て
再
発
防
止
に
つ
と
め
る
な

ど
、様
々
な
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

【
教
宣
部
長　
倉
元 

勲
】

セ
ア
カ
ゴ
ケ
ク
モ
駆
除

な
ど
安
全
対
策
を
実
施

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
分
会

役
員
改
選
の
結
果
、吉
塚
分
会

で
は
、江
口
分
会
長
の
も
と
、隈
副

分
会
長
、久
冨
書
記
長
に
よ
る
新

し
い
三
役
体
制
で
の
分
会
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。組
合
本

部
と
現
場
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

組
合
員
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、明
る

く
元
気
に
、役
員
一
丸
と
な
っ
て
組

合
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。今
後
と
も
吉
塚
分
会
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

【
教
宣
部
長　
田
中
一徳
】

分
会
新
体
制
発
足

吉
塚
分
会

福
岡
高
速
分
会
で
は
、ろ
う
き

ん
の
i
D
e
C
o
や
投
資
信
託

な
ど
の
商
品
説
明
、ろ
う
き
ん
ア

プ
リ
の
使
い
方
説
明
な
ど
を
お
こ

ろ
う
き
ん
オ
ル
グ

開
催
中

福
岡
高
速
分
会

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
、組
合

員
さ
ん
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、新
規
の

商
品
案
内
な
ど
を
通
じ
て
、ろ
う

き
ん
を
活
用
す
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
、営

業
所
控
室
に
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
。早
速
、組
合
員
さ
ん

が
ろ
う
き
ん
担
当
者
に
相
談
す

る
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。今
後

も
、組
合
員
さ
ん
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
な

ど
、ろ
う
き
ん
の
推
進
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

【
教
宣
部
長　
吉
田
正
朋
】

★育児休業
　制度とは？
★男性も取得
　できる？

★でも、収入が
　心配…

★出生時
　育児休業
　（産後パパ育休）
　とは？

▲左から隈副分会長、江口分会長、久冨書記長

産休 育児休業 育児休業
1歳出生後8週出生

母
休 休 育児休業 育児休業父
▲産後パパ育休（新設）　　　　　▲育児休業（夫婦ともに分割して２回取得可能に）

職場復帰

給付率50%給付率67%
※1：パパ・ママ育休プラス制度を利用
※2：産前産後休業期間には、健康保険から
　　賃金の３分の２相当額が支給されます。

出産手当金※2

出産

給付率67%

1歳 1歳2か月※1

180日間

180日間8週間
妻

夫

※厚生労働省「育児休業ミニリーフレット」より作成

※支給例（いずれの支給にも要件があります）


